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風
勢
製
革
孝
諮
執
心

特
別
展

第
二
回
フ
ェ
ロ
ー
ア
ー
ト
展

8
/
4
(
金
)
～

9
/
2
(
土
)

l
第
4
 
0
回
｢
三
人
展
｣

高
尾
宗
嗣
､
米
田
　
昭
､
船
山
龍
雄

6
/
1
 
1
(
日
)
～
2
 
5
(
日
)

お
互
い
に
　
｢
元
気
に
や
っ
と
る
け
｣
　
を
合
言
葉
に
誕
生
し
た
フ
ェ
ロ
ー

ア
ー
ト
展
が
､
四
年
に
一
度
の
今
年
へ
　
第
二
回
目
を
実
現
し
ま
し
た
｡

関
東
･
関
西
地
区
に
在
住
す
る
1
9
5
4
年
か
ら
1
9
6
4
年
に
卒
業

し
た
同
窓
生
有
志
で
､
恩
師
紺
良
吉
･
池
上
栄
一
先
生
も
賛
助
出
品
さ
れ

ま
し
た
｡

第
二
の
人
生
を
新
し
い
時
間
で
活
躍
さ
れ
中
央
展
受
賞
作
品
や
'
習
作
に

は
見
え
な
い
力
作
が
揃
い
ま
し
た
｡
ま
た
'
訪
れ
た
中
学
生
は
布
象
巌
技

法
の
作
品
解
説
に
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た

出
品
者
は
'
若
佐
慶
信
　
(
建
築
科
卒
)
'
宮
腰
清
光
　
(
図
案
絵
画
料
率
)
'

刀
祢
悦
子
　
(
図
案
絵
画
料
率
)
'
金
森
弘
司
　
(
図
案
絵
画
科
卒
)
'
丁
場
勝

偉
　
(
図
案
絵
画
料
率
)
'
八
田
敏
郎
　
(
図
案
絵
画
料
率
)
'
玉
上
佑
子
　
(
図

案
絵
画
料
率
)
､
板
倉
　
保
(
デ
ザ
イ
ン
料
率
)
　
の
各
氏
八
名
で
し
た
｡

｢
三
人
展
｣
は
'
昭
和
二
十
年
に
卒
業
し
た
高
尾
宗
嗣
氏
　
(
木
工

科
卒
)
､
米
田
昭
氏
　
(
金
工
科
卒
)
'
船
山
龍
雄
氏
　
(
図
案
科
卒
)

の
作
品
を
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡
高
尾
氏
は
板
絵
大
小
二
対
に
神
社

で
行
わ
れ
る
奉
納
謡
に
合
わ
せ
て
シ
テ
の
姿
と
季
節
の
花
が
描
か

れ
た
　
｢
石
橋
の
図
｣
･
桐
の
欄
間
な
ど
十
一
点
'
船
山
氏
は
早
春

の
田
畑
を
背
景
に
描
い
た
　
｢
母
の
春
｣
･
｢
遺
跡
｣
な
ど
八
点
'
米

田
氏
は
鋳
鋼
の
花
器
･
瓶
掛
け
な
ど
十
三
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
｡

三
氏
は
作
品
解
説
を
行
い
､
生
徒
時
代
の
授
業
の
様
子
な
ど
懐
か

し
く
語
ら
れ
'
生
徒
達
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
o
　
又
､

力
作
に
多
く
の
来
場
者
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
｡

大
村
高
陵
親
子
展
　
　
9
/
1
 
7
百
て
1
 
0
/
8
百
)

大
村
高
陵
親
子
に
よ
る
蒙
刻
と
絵
画
作
品
展
が
九
月
十
七
日
か
ら

十
月
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
父
高
陵
氏
(
化
工
科
卒
)
と
二
男

雪
陵
氏
(
機
械
科
卒
)
は
蒙
刻
作
品
約
六
十
点
'
長
男
雅
章
氏
(
デ
ザ

イ
ン
科
卒
)
と
妻
さ
ゆ
り
さ
ん
(
デ
ザ
イ
ン
科
卒
)
は

絵
画
作
品
約
十
一
点
を
出
品
さ
れ
ま
し
た
｡

四
人
は
そ
れ
ぞ
れ
本
校
を
卒
業
し
'
始
め
て
四

人
で
作
品
展
を
開
き
ま
し
た
o
　
古
来
か
ら
伝
わ
る

蒙
刻
の
作
品
や
､
イ
タ
リ
ア
の
顔
料
を
用
い
て
描
い

た
作
品
か
ら
家
族
の
つ
な
が
り
を
感
じ
た
展
覧
会
で

し
た
｡
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文
化
部
合
同
展

文
化
部
合
同
展
は
'
吹

奏
楽
部
の
演
奏
と
共
に
開

幕
し
ま
し
た
｡
美
術
部
･

ク
ラ
フ
ト
部
･
陶
芸
部

な
ど
十
部
の
作
品
約
七
十

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡

7
月
8
日
へ
土
)
～
7
月
2
 
6
日
(
水
)

又
'
茶
道
部
員
が
'
ゆ
か
た
姿
で
平
素
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
来
場
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
｡

｢
尚
美
の
シ
ン
フ
ォ
ー
ニ
ー
一
期
･
二
期
｣
　
を
テ
ー
マ
に
所
蔵
作
品
の
中
か

ら
絵
画
と
工
芸
　
(
金
工
･
漆
工
)
約
百
点
を
展
示
し
ま
し
た
｡

絵
画
で
は
小
坂
勝
人
､
越
智
正
治
ー
十
二
町
仁
三
'
大
村
雅
章
'
工
芸
で
は

山
崎
覚
太
郎
､
畑

正
吉
'
大
角
　
勲
ら
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡

尚
美
展
開
連
作
品
展

1
 
0
月
1
 
4
日
へ
土
)
～
1
 
0
月
2
2
日
へ
白
)

同
窓
生
作
品
展
が
'

尚
美
展
よ
り
一
足
早

く
十
月
十
四
日
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
｡

同
窓
生
と
教
職
員

の
作
品
約
四
十
点
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
｡

洋
画
･
日
本
画
･
漆
工
･

金
工
･
陶
芸
･
拓
画
･

版
画
･
デ
ザ
イ
ン
･
写

真
と
'
ジ
ャ
ン
ル
の

幅
広
く
楽
し
く
鑑
賞

で
き
ま
し
た
｡

高
岡
市
民
美
術
展

5
月
1
日
へ
月
)

～
1
 
4
日
(
日
)

五
月
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で

高
岡
市
美
術
展
が
'
高
岡
市
美

術
館
と
青
井
記
念
館
美
術
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
青

井
記
念
館
美
術
館
で
は
招
待
作

家
の
作
品
約
四
十
点
が
展
示
さ

.
{
J
 
l
-
.
 
I
･

勢
の
来
　
町
3
T
L
 
T

｢
商
　
人
｣

大
塚
秀
之
丞
(
凍
号
楽
堂
)
俸

顔
の
表
情
や
指
先
の
動
き
な
ど
'
身
体
の
各
部
位
の
微
妙
な
動
き
を
確

か
な
デ
ッ
サ
ン
カ
の
も
と
'
大
変
繊
細
に
表
現
さ
れ
て
い
る
｡
又
'
き
め

細
か
な
タ
ッ
チ
に
よ
り
彫
刻
の
重
要
要
素
の
一
つ
､
量
感
を
的
確
に
お
さ

え
'
小
形
な
が
ら
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
｡
二
十
四

歳
の
時
に
初
代
校
長
に
認
め
ら
れ
'
本
校
教
員
と
な
る
｡
氷
見
朝
日
山
公

園
の
神
武
天
皇
像
の
製
作
者
で
あ
る
｡
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*青井記念館のホ-ムペ-ジを開設しております｡
http ://…W4.juslneI.ne.jp/～kougeト2/
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平

稽

年

度

寄

贈

作

品

紹

介

越
智
正
治
(
百
川
正
治
)
氏

(
昭
和
3
7
年
機
械
科
卒
)
　
作

日
本
画
　
｢
野
面
の
草
に
も
｣

百
川
秀
子
氏
よ
り
寄
贈

高
尾
宗
嗣
氏

(
昭
和
2
 
1
年
木
工
科
卒
)

日
本
画
　
｢
石
橋
｣

岩
城
大
介
氏

(
昭
和
5
8
年
工
芸
科
卒
)
　
作

日
本
画
　
｢
秋
｣

船
山
龍
雄
氏

(
昭
和
2
0
年
図
案
科
卒
)

洋
画
　
｢
蹴
雀
像
｣

作
　
代
谷
松
男
氏

(
昭
和
2
 
1
年
図
案
科
卒
)
　
作

洋
画
　
｢
浮
カ
ブ
船
｣

催

事

案

内

米
田
,
昭
氏

(
昭
和
2
 
9
年
金
工
科
卒
)
　
作

金
工
′
｢
鋳
鋼
六
稜
水
玉
象
骸
花
器
｣

‥

第
1
3
回
青
井
中
美
展

1
 
1
月
2
2
日
㈱
～
1
2
月
7
日
㈹

常
設
展
Ⅲ
期

[
絵
画
･
彫
刻
･
工
芸
]

1
2
月
1
9
日
㈹
～
2
月
1
8
日
脚

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
4
2
回
　
昇
･
塚
本
二
人
展

｢
日
本
画
･
陶
芸
｣

1
月
2
1
日
㈲
～
2
月
1
2
日
㈲

常
設
展
Ⅳ
期

[
掛
け
軸
･
彫
塑
･
工
芸
]

3
月
1
3
日
㈹
～
4
月
1
日
㈲

卒
業
課
題
展

2
月
2
4
日
出
～
3
月
2
日
㈱

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
4
3
回
江
尻
治
泰
｢
日
本
画
)

3
月
1
3
日
㈹
～
4
月
1
日
㈲

は
ぐ
く
み
会
会
員

募
集
の
お
し
ら
せ

は
ぐ
く
み
(
云
で
は
へ
一
望
貝
を
募
集
し
て
い
ま
す
o

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
一
年
間
へ
云
員
と
な
り
ま
す
｡

主
な
活
動

1
　
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

2
　
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
美
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

1
　
企
画
展
等
の
案
内

2
　
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年

会

費

一
般
会
員
　
(
個
人
)
　
　
　
　
　
二
'
〇
〇
〇
円

特
別
会
員
　
(
企
業
'
団
体
等
)
　
7
0
'
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

今
年
度
の
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
覧
会
は
､

｢
三
人
展
｣
(
同
級
生
)
､
親
子
四
人
展
(
父
　
子
嫁
)
0

次
に
､
十
八
年
度
夏
休
み
に
期
待
し
て
い
た
フ
ェ
ロ
ー

ア
ー
ト
展
で
は
作
品
展
示
も
協
力
的
で
､
期
間
中
､

玉
井
氏
経
営
の
　
｢
ア
ル
フ
ァ
｣
　
で
出
品
者
な
ど
同
級

生
ら
が
集
い
､
親
睦
会
を
開
催
し
懐
か
し
い
話
で
盛

り
上
が
っ
た
｡
四
年
後
に
も
開
催
し
ょ
う
と
話
し
合
っ

て

い

た

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

竹

田

記

)

編
集
発
行

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

住
　
所
一
画
9
-
3
-
8
-
1
8
高
岡
市
中
川
T
T
二
〇

T
E
L
(
〇
七
六
六
)
二
一
⊥
六
三
〇
(
内
線
6
1
1
)

F
A
X
(
〇
七
六
六
)
二
二
⊥
六
三
一


